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［事業内容］ 印刷物の製造、販売及び付随業務

印刷 •同関連業

加工工程の歩留まりを向上させるために、カット機

能付き筋入れ機を導入した。この機械は、印刷済みの用

紙をセットすると、損紙を出さずに折れ線、切り取り線、

断裁など必要な加工をすべて行う装置で、作業指示用

の目印をセンサーが判別し、適切な位置で加工を施す

仕組みになっている。これにより、作業効率の向上とコ

スト削減が実現できる。

小ロットの印刷物を材料ロスなく製造
安価で製品を提供し小規模事業者を応援

加工を伴う印刷物の材料ロスを、極限まで減らして製造するための製本・加工設備を導入。
製造コストの引き下げで、小ロット品を安価に提供することが可能になった。同時に、本
が古くなっても背割れが起こらない、丈夫で保存性の高い製品の製造も可能にした。

加工を伴う小ロット品を安価に提供し、お客様に貢献 

カット機能付き筋入れ機と 
PUR対応自動無線綴機を導入 

当社ならではのお客様の視点に立った 
きめ細やかな情報サービスを追求していきたい 

製本・加工工程を見直し、小ロット生産品目の拡大を目指す 

当社は、県内では後発の印刷会社であるが、デジタル

化に伴う設備投資に力を入れており、顧客ニーズが多

様化する中、多品種小ロット生産に対応してきた。

当社では、１枚ずつ異なる画像や文字を連続して印刷

する最新技術を持っており、他社との差別化の一つと

してアピールしているが、その一方で、印刷後に加工を

伴う製品では、価格面での競争力が弱く、また、ニーズ

の多様性から製本・加工技術が対応できない受注案件

も増えてきた。具体的には、折れ線加工と切り取り線加

工を行う際に加工位置調整のための予備紙が発生して

いる点と、製本時に背表紙を糊付け加工する際の予備

紙が発生している点が、コストダウンを妨げていた。ま

た、顧客からは資料を長期保存するために丈夫で長持

ちする製本方法や、絵本や写真等の見開きページのた

めに広開性が高い製本方法を求められるなど、自社で

本事業により予備紙を削減することで製造コストを

抑えることができ、加工を伴う小ロット品でも安価に

提供できる可能性が広がった。加えて、機械の調整作業

が自動化され、作業時間が短縮された。結果として、小

ロット化できる生産品目が拡大し、サービスの拡大に

つながったことが最大の成果である。

PUR製本は「古紙リサイクル適性」がAランクで、本の

リサイクル時に糊部をカットすることなく再生可能な

ため、環境への配慮を重視する顧客ニーズにも応える

ことができるようになった。また、本事業に取り組む中、

すべての工程において効率化に向けた技術の習得や仕

組みの構築が必要となったため、必然的に社内のデザ

イン力、技術開発力の向上につながったことも大きな

成果だった。

印刷業は産業分類上では製造業だが、当社では情報

サービス業と捉えており、当社で製造する印刷物はお

客様へのサービスの提供と考えている。本事業は、お客

様の視点に立って「見栄え」「見やすさ」「使いやすさ」を

追求した、お客様の利益を創出するためのサービスで

製本工程では、製本糊に反応型ポリウレタン系ホッ

トメルト接着剤（以下PUR）を使用するPUR対応自動無

線綴機を導入し、従来のEVE（エチレン酢酸ビニル）系

ホットメルトからPURに変更した。背表紙に柔軟性が

生まれて180度の見開きが可能となるとともに、耐寒

性、耐熱性、接着性に優れているので長期保存にも適す

る製本が可能になる。また、コンピュータ制御により糊

付けの調整作業が自動化され、損紙が発生しないほか、

機械の調整時間が従来の20分から５分に短縮できた。

小ロット、多品種製造に特化した
製本・加工による製品開発事業
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は対応できない受注案件があった。

これらの問題を解決するために、製本・加工工程を見

直し、歩留まり向上によるコストダウンと小ロット生産

品目の拡大を目指すこととした。

あると位置付けている。今後も地元のお客様の活性化

に貢献できるよう努め、「印刷知識の豊富な会社が地元

にあって良かった」と、お客様に言っていただけるよう

な取り組みを続けていきたい。

PUR対応自動無線
綴機の導入で、広
開性が高く壊れに
くい製本、特殊用
紙の製本が可能に
なり、「見栄え」「見
やすさ」「使いやす
さ」を実現。

カット機能付き筋入れ機。印刷の際に筋入れやミシン入れ、断裁箇所に目印を付け
ておき、その用紙の目印をセンサーが感知することで加工処理を行う仕組み。

カット機能付き筋
入れ機で加工処
理を施した製品見
本。筋入れやミシ
ン入れが 1工程で
行える。

PUR製本の見開き
部分。PURは接着
強度が高く塗布量
を少なくすること
ができるので、開き
やすい本が作れる。




